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5 , i' /, ! '. i I 1 ! ; ( J 944～4:i[ fi .1］〕 と？見角は，も九九んし‘くつもあ nうるであろうが，





ィ. ＇／レイ〆ア｛山（ ;,a,.i;i) ：土ある品文のヰ1 m1rt1 :t, ，，、うまでもなく，現代における毛沢東の
で， 「LI支i,;'1子者にとっての主要な子←マは， この 権威が，延安時期におけるかれの権威の性質によ
吐におけ ζ）権r,N:JJ rD t:gである J I I] jとのへてL’る ，〉亡， .J;t：本が］にj句点さ.hてきていると居、われるか
か、そ仁そに lHt成.J ，〆i¥utLnrity）につL、ての問題 らであるo L丸、かえれば，今1の毛のt｛正／Ji交の基盤
WI心；七 lf'.?:;f, ~Jl'1t': ~ %3 l旬、ご‘ ;,l：本的なi：正念的枠組 i.t, 延安時代のケライマソザス土もいうべき守1:Jt
士たず もJ)でふる二と口、 ここに改めてJ出向 J→る じ三三大会にあり，しかも， この大会lこ至るまでの
までもなL、かもし；t,.／（ヤc しか Lなが；・，＇ Lji ［弘政 毛の権威形成の過程や，そこで獲得された権威の
治山刊究者にと、亡、 ［権威Jと＂＇ 'Jテーーが， t¥'t｛や説集力の強度は， 今日の問題を考えるうえ
これ ltと主ごにIJ;Jヒ白
中でしT〕iB;} 」に1/¥H直として、強く ~* Lるよう l二 L，ここで一言ことわってむかねばならなし、のは，
t：一I/
；〉→t化大1p命乙＇J発生l土、 ］（｝｛〉（）今二f℃，1）仁jr¥c]J七j$.党iこ ：主研牛究として十分fι実日正的存if店命をここでノ？もt出し
:;: Tる （；）：ヰ｛1/) i十正戚（l)fιi交jどL、う 1¥J題を降lf;jl ｛上うとしているものでは fζL、ということである。
ては理解しえ f,: ，，、し， 巧而十ゐLil問内政治初j態の また，祭←千干の巧民iの主たる関心；土、 まず権威形成











JIHtさJ.tるのではたく，「権ri&:Jとは先：：＿ eト：たように，' － ザ Vてどー ／） ，－、





,;, n 「f{R戚lcj：ず、に Lてお；こ .l:泊
























環境，かれの権威形成の戦略、E沢東の歩みを、I 3；とも＂＇ ＇，、うるので f;,定（ヒの中心ミ「，1て去十る」
段階的に特徴ノ；ける椛！成の形態などの観点かc,'正統性と権 j〕の強化と J:1月二び）工うにみれば，ぺ、,, a 




- '"HJ；，、 そ己、，：.,._ 
）レノャム＇＂ 口， 1H (t 
られるのでl土ないであろうか。
ぞケ







































（注 1) Seliasti皿 deCrazia，“＼Vhat ,¥uthority 
Is Not，” American Political Science Review, June 
1959, p. 321. 
（注2) 滑川）概念についじ＇）議論は，
ウェーパ一円、 l上良晃志昨日了支配の社会ff』， l :'>, 
2巻； Peter7vl. Blau，“Critical Remarks on Wel同r's
Theory of Authority，” Amer'ican Political Science 
Review, June 1963; Robert L. Peabody，“ Author-
ity，＇’ lnli・rnatiοnal Encw、lo/mediaof the Social 




（注4〕 It ，＼し、原始的蓄ら＼－~I, t う概念をえ ( ・¥' . U: 
使用して 1. , :/:,, A. G. Meyer, ＇‘Authority in Com-
munist Political Systems，＇’ in Political Leadership 
in Industrialized Societies, ed. by Lewis J. Edinger, 
p. 91. 
（注5) lvlaurice Duverger, Political J'artfrs, 
John Wileyλrnl Sons, 1%7‘pp.177～182 
（注6〕 内田芳明「ヴェーパー宗教社会学と中国問
題j，『思：但』， 1968年 1月号， 45. ..：ージ。内田芳明の



















































二ごUR束の権威形成の研究の公式の出発点であり，すでに指摘しfこ上うに， lrJぺ工l!l:JGJ 】ザー 」－ ,_ L、〆プ＇＂＇と：三、
きわめて反要な意味をもっているこr-¥_, _,. 'i t 、ー〆》＇－＇ , {j'-1月から必式に始。主る l(){f同日） l ・. 'i/-i品:j;_'J,!)f[,(,: 
だここに改めて指J潟ずるまでもなかろう。とt士，レま毛沢東の権威～に［主［丙づけられ ζ｝のである。
この会議については、中:lt自身がそのが問題it, てケ－ 1）ンの19：.！三年かん 19'.l9iF:1ミで円び）歩みを．
ぽ史的意義や重要性をしばしば繰り返してきたにそこには初j主lι>D(l主人｛ハfniJ｛と比較してみると，
その実体が多く泌め{i¥f.長として，もかか，わ「〉す二ふる径の共通性七九いどされるので/i’〉
Li士現実政治家としてスノ／ - 1) L とがltl
と1,J1:j Iこ‘
M1ヰ，とによ, ,IL／こ主主；こな／にごいることである。I 1 /n) 
持ji；志C1司1日［）らの左/tf［軍・!Jutこの会i訟は，;JL(f, 京本（Jに，け，》してj甘＼il主主ifとと九！'-,S' -, J三し司
毛沢東のLi！ミ}Rc/J’，i,'.]l～l-6Mitをぷめ，約を否定し、カ•；｛ L -fj; -)_j)' には1/t,f; .'i, ;!f)ij主主義によって，
主党と党q，央におりる指導的地位を確立したと~
れている（注I、o L守、かえれば，この会議から（も沢




このぷ述のしんゐし，た！に I~ ；と L、うことであるじ加速j主的な i1'/i!i主iロギー1'.J大取引l；二上って，
E沢京／，＼I,、んミ／1-；いとIよさにもf見jフjlノてL、るように，今その過程【／）？で1:. f;';, ふ -,  づ ）一戸 ' ザ - I _,-_ Jc,- → (_(,;vフ人」 L、む」三にが）泊。
」、品、心：る公共にし＇l也る’！；ょ；詰l織上のi見定iこ Jj~/ 5¥,－、て宅-': Al l上け；1／）工了）九五＇） し7ぺ－＇i'体士／1i!.叫しとみると，
IJ維な品；i主Lが捉{,'r.i二任命三れた（｝）かに／八、ては，ーヴ ---i¥:"z({] な段WiこI大分，＇： ;jt〕る上づに！JI、J.> i L え＇.，, 

























;j Lて＿，，.てし、るが〆 I~ )1 ~奈古；土，
の仁うな推定YIごしたい。すなわち，それまでの
di) ど交代し，
て；二 J 山、ご『 r1:t11.,ri't'.J に lt~l していくことど LJこ十。
( 1 I J I I_ I‘1〔un Schurmann, ldl'u｛リgy a11d 
() r ,~ ,111 i二<ii川 l in C’川11111w//_,t ( 'hi 1111, Bじikcky, 
I Ini ¥'l:r出ty,f Califn了niιli’re時， l'Hili, p. I 'l. 
（！三） Hol叱rt ¥'. Danielへ“ぶ七din's Riぇc to 
I liclal《｝！吋hip, l'l'.2 -'.2'1," in l'ulitics in tんど So, ・id 
l 'ni付11, ed. liy !¥. llallinぷ： A.¥-Vcstin, p. 17. 
( l: :, ) ] '.l片；I七 J,1，日、ノ＼十 I;'_ ＞【i',¥.(;.
1,'r. I ' ＇・、～l J•Jii'.'' : /, /,' / 
(i' 1 I R. ¥'. 1 >anielメ Y必Il); :_ '. ': 
























































































































えトを占めてL、たし， B・シュウ j！レ ツがtKJ出Lた
ように，ロシア留学生派は挫折後も，李立二三と違つ



















































まとより基本山Jには‘ ＇t政治局の決定にあえてえ むししかし， 1:沢東にとっての真の危機は，')' 










指示によって北進を中止し，I 22乙，； En5年 6J ，＋.：の IJLIJII省惣:i)jμ,1,まってし、た





































こぴ）が紅Jflの主力：士’；尚昆したかのようであー》／こ。しカミも，訴はら jj(l)i Eとんとt~· の 1 人でおったっ
党中？とft9 J lこ， [Jヰょう，＇s:’ti態。）発生に対して，無傷のr：；鋭1＼（である第 4)Jj面単を J;(.：え口、／こ山で
リ1J回，i｝路線l二J 1行iヒif!＼巴凶でJl支出品会議を閉さ，
りする公然たる批判Hd持政f;した。



















←との公ェに故大しり危機どな•）た瞬1/\l C f:J♂イ： 7，うjフ去し〈了、












;j jそ「vくuif:-. iつ点に危機的た状況を生み／.＇. 1-：＇こも i示J1&J書記邦洪ilPこっL、ては，
この事件の後，月）Jらかなこと i土，いるのである。L泊ミ L、）禁1:のとして（山区〆｝けられるであろうコ
中央組織郎副部長ーに任命手i；洪：，吉－i士Iぬi七省委書記，(Tl皮肉は二三で i,組 I)Jばされているようにみえ


























：~；＇.＿＇；，＼巨とい叶l:'t:2 /) ,t撃I；示Jト（？；定 Lt；こ＇.）｝ lS’ボドJI:!)k/,J 






194:-l年 1Ji党中央は，1M民事件か［＇， 7年を経て，のj'IJ{; t} Ti I二｜決北党内で発生して L、た［ r~Yば 'tHl






fl征の成功によサて強化され記iI iリとはて，＇J?，~iI白iと（「：}ti山1,J'v＇ノ；泳ij/1 i二従え；t' I コIi, 
すでに指摘した上うにfこことは， tfし、！hる：Ei , a '.! l1J （／）党jy;＿；！主叫が！JIイニコ，こv)i',J司 1'rH't.it:'i. l 5三，
カサt，υ）ld1F］主上；こ.t,u－る張IJ1:c\~ (I＞背任fズによって，1 ！』：｛；－，｛f11} J；二'iu；ミ土i)lL 、ぐこ（＇•li\J ：出土 Hぷ L 、
絞；i迫力の範囲ι指導権心不事：f自主盤は弱められ，I :/{ -1じI'，お以』 i:ヰ）,fil二k,tj とふ tJ.~火・tU.tkli二三i.t , 
長征の完成はけっさ上く E！被’ιされ C!H、jこが，Jj iとらく f't.:f年I委（l会内氏












,:'; ~i,i 'fr-町－＇）作1i1 tc’iドの ，：＇；級幹部とソヒ工ト｜くの幹部
されていにヨJ151-¥i卜il/,¥IJ{dとir,J志／＇］＇
；上釈放主，JL, . }Jで；主党務委lUzc>J決議によっぐ，
この［完ノr ご i 二：，~t. べ： L 、るJ;ruzιjげ［ぺ＇） 1fiHf:uJWtfr


































































主.i1 こ！角：~，i~ ：土、 ぶjj(/J'i訂正 1-Cl':l：凶点じ｜じj｝［；；ニテdn 
このじがて東の党中央に:tsける権］！；，支i土，l 台、し，？よ，1，たi土it仁1/JてH交dilJ）片t¥i/,1: ）；渚I/¥！ L fこ（－＇〕 t,
段階におけるコミンテルシとの関連からみれば，こうし fこl在iを体系（J'.i 二 ι11/j でさるようにた•）たの
必ずしも強固であるとはL、えなか〆〉
毛沢東はすでにコミンテルン 7同大








{Ji し1,、(') ·－~献；土、 t.Jミ.U1通過去の経験全社：J行し，
スターだがこI ミンテルンへのiド共代友の：1:JYJは，政治状況一政i台勢力・附層［ij]（勺関係の流出j化













I 決議 l にJ 丸、ごみゐと f 万）｝，
i長＼'fJ,；；、に上t,:E，ベイベ，1..－・ミフ











Jにヰそらつ I} ;1- ！？乙こと（上なか， r：と，党上f1fJj¥Ji!I 
のψi:J1Vi t-Hi，，している。
(iH）「 foil／斗if!i;1Lt I••ご J·ラ 200ペン。
(, ;, 5〕 こ Lつ人 •j,:;:,,1., 、て♂l'/i'l 中立 i:J/U, iJl,;l，］；に うモ
}:, Hi,' dト， ［良主i己fムとごムど、。 J/lIl !I リI~ 「 iて iii i主j
一J，けア.. r:.iJ；是＜，i)Wf，；！、H存｛官 ，＇］＿ にd ) L、てJ C『貯？）よ
7ピε1、う.／o.:i:n）は， このハ、にτ下I.i, 、。
(;1'1;) /!t ＇＇（，~＇H！.一 t桁 r,;, :i1共旅立！とふ［！主事 .it長i' 
k, I日｛;f1,:-io1:,4 :';, 26lベーンo S・ンコーラムは花氏
；：兵二政治／，，；！：不，.~ cイ j也1:ーが新しく作 （， i lん乍 ν、
・: ＇・、ら ({ i JI f,Ul ・ i' i?i'主将i.Ji l' [i),'. ,JU, i、：t'./1 )ij I;~ 
,';1,1，ラ 1%7>1, 146 .・、ー／）が， その払：J比を，1,I_. C: t 
I，、 j ぜ、。
（ペ 7)















コ ＼ 、 ご子 Ji,ンh、
（；），，＇.東にとーての次 er，課題L /=./J・：、’〉てである r
コミ〉アル〉の：ι；/i);JとE山J;r(i）政策の形｝1見】レtコム，
党内j) ｛ 》オド千ーと十年と♂ ， l~JfJ:ili. ；＂~＇わく J Jて‘
(i¥: 8) 泊五二品ての t1:暗（U:,
i !jち平ij' (it L、化か J f ・ n 
(' l一9) ］児｛ , t'IJI; c. ; ,: ＝し＇） ／！：必γノヤ{jf「1，；：も，；下
i〆 L、Iゾ’：忌， j1,11 iり『tI' Ir; •'1 
;,i, 1%9;1:),:no～ゴ1ト、ーーノ二 {,J,:t¥'.'-: l'rjijEjJ/, Iに.＇（ (μ 
m』， 17コ～17：，ト J J,，リ·，.，こ JJ,:'_c ，~＼ iUj1[14 ）＇、広立
•J.• I. ,r it t,: J. 1¥ /J: ), :; さいなか （， ;・,;A,・1「「／＜ふ l
ゥ、十vl長， , n r L、／し；： !)!/Il、（tL、ρ
( l IO) [ J'，ト yj作＇.l'(i’j::1:mにJ ぺ、J，／＇.，：主Jt L＇，、
二J, ・J; (';: 'J ~J)'I' :'c Jlr d; L .' J Wお紋t’j1:1：，当＇ I ·,~ ]It 
( ';:11） 外f年「iバi'c!) [' l ・ .' Ul U!J' ，’；i ij＇ム（ 1,'{,fil
ゴ；＼＇.i , 14り Jυ
(: '.'L') ;~] ’L -,'ji；》；＇（ jl :,: 'jetニョ〉し、こJ, UJ少ふJ：’！.！.＇
;¥1'1り、i,;f 1 ';c, : .1f fり， 155、－ ：，‘ 
(, U:1）’r;: :ti i，七：；： 司とb・ 19:M'.1 8 J !, ?i,iJ.Jt人／（j'(,:
j(J 1,1'1,：：川！ノじ I Wii，汁iちを！の処分：二干わい， l[,'.:1古，T
九、＇， j, ・1.'Jti＼よi；： ρ；i{i ! ..ぜ、f二とし、 yζL、ζ＇O lit/._', ＼、
: ＇九十i,/,ji＼ι＇： ／.め： ・tJ¥;".[1(:ν ・ ／＿といい， シ・＂ p ーム－
f 可 C/itfこと il E二1/1・,c／り・；・ ＇.刀、かノ Cn；，こり：し
二J !: J U/:' UJ .Ji L 己正、ホム Jえ 1•;< ,if,);, 1%9；ド， l(i:J-え
』＇－ ) ,le ,!} ＇，、.＇ l、ノ〉。
(i:!'14) [1'＇.東句 t1934<ji1 J］しi5<l>"i':f：ご，＇.：／＼ 5ik 
p:,f］によJJ/c j ろ下決日；？に Jノ・， C, i'!l , i土泳論を交 i！.・ と
t、jむ！かしそ’jt', ¥l'., ［三J）υl,ilq：トfi( (,',¥ l t. o C 三
ム.；コーザ： l, ！ところ’， 二 ,,,l・jlq がも：.，ζiJ 
：・.、f Jノラ ! L: I ごf二jl !1 • l 主く v、ーノ t＿心i iと:, !J. 
UJ! ' Jノ：ゐ；こU':i；；ごあらJ(iウじ1,gu・ i主υiリ＇ム 16立ぺ
7 シ 3 力・ -le夕、タノ1コゾ ：， fγ， 















党内；こぶいて llI:午」は少数む民になず〉たこと：士、 主だ1:;,fi{ 1r；〔j iリj)
多；主主派をルー 、L T _ -r1.、：アーf【，＇1:¥.; j ト， '"J • ¥,v 'c） 心 a ' 「11とんど
ーか A Jふと党Lハ｛7" :;J-＼ゴミーと tl守主4起したか】司
；二社する ι何日会強｛ヒー十る LJ'.AI(1リiliA:r上宅
19'.l;',lj l:.C)Jにj山i', c':; ~ lてレるので？ノF) ,¥. 'c 
二~ }.1 i土Ifc A, r，かれ山｜限；＇； I c > q-,iこ，i；らレ pt>; ~J 0 
れてい ζj；）く ＇） 上う Jと1J :J,//J;{HI jてんこ：， i、日句”のi奇勢
I］.；占むな店主戸 ムー－＇：！ご J に、it, ii）.（）.）／（；；，ノ,t.,:11.：二rMrU・
i¥VjくJ二ソ会／ドし Ciい¥. f険一戦線全j.f:Ii ·~ ' 
i)刊点＇ il[jj切にi,r，たけれlh 次i向山力士ヰ〉た'o.l 0 
i犬戦を［，1］こうみずtこjょこ I;-, -z｛まならな1tれ It, 
これはとLト（せが〕ミ•，：命闘争に Jj ける原則し7（＼， 、l
iJ • i L ,;）立i1'ilJ'.t1写t(川 J;(t[ljでピ） ーつであ〉と［，，JIJ＼；二3
( ;:1 ) : ; }i之「ii•I· lHvl' ふ •）： [, I '(;iがi, 172～ 
17:¥ : -.η .＇，. l ：イ， L,; lJ,., JI: ;'i' う＇~·－·ト（色 i ；ιL, i.笠j
二・』トa : , , 1. :,J I 1:11. iふ：Ir,,1:ri:):;11:", ・'c ¥ 1) 
ご什， iリ.＇. • ,ji , / ,:'{1 ・ 7 、：ろi ;"J 11＇~な j1Lc(,; (.,'(: 
,・ I .c・ I (I.メ：UHU,, 42、－ ／） と ／ ;~, 0 
( i l:2 1 『I・ .1 ＇.豆lei~ 1Ul, J/1 Ii i：、 iじ；：？！‘；3 I・, 2;;9 
もあ J 、fこ.，！）＇：ふふ i
I I 
(; I'. :', ) 「・＜i,,i' .> .i (lリ37'.!) j,; T ぶ必（ムXi
:f; 了,; ' .(.,.,;,iγ・. r, 1, :·.~1 ,; ,: :1, c 1け；＼＜1:+11112:,ll) 
: .: '" ＇＇＇町人」三しル；； .c;, ＇二iよ】f'J ,・: ／，＇.ノiI' , L、イ i!/
1970010014.TIF
ージ〉と指摘している。
Ci主Li) '?i! tきは，遵ぷ竺；造一毛，J，：東をt:JYI ／このは
同郷の：•：，； ):], jJ.;.徳決，際 fに J主， ~J少奇＼ J. ); ，；，分♂〉
紅軍の在i1：日：であるとL汁（）投与紅軍』，：J'l9～400ペ
ージ〕。 しかし，潟三の IF：！造iE』l九 月 比i、米が率先し
て自己批判したとのべている。
（注lfi〕ム・romeChen, ，＼！，川、 PrenticeHall, 1969, 
p. 15. 
（注17〕 BenjaminSchwartz，“On th日＇ Original-
ity’of Mao Tse-tung，” Foreign Affairs, October 
1955. 
（注l凡） .I, ome Chen、 内f’cit.,p. 14 
〔i主l!l) JりlmE. Rt1c, Jfao Tse-tung i1 ( )j,jうosi-
tion 1927-1935, p. 273. 
(il:20) ln本湿三『統長jJEj]，弘文，；；：， Ii（｛和40牛，49
へ－：，／
（注＇.！1) 金 ill 正典， ilifl/;,,i;~ t, 44べ－，り








年 1JI l l 1、党内文件）， f [Ji，時『関於1足先!I:J :w的立
見』（1，トn,1JJ, 7, g，リ i，険↑t，ょ：＇l[A:¥:i幹会
での Wfi）『，Zl区党（］！烹！と｜日1W検df』（1942-4三11月17,
181何日 r'.li1/irj 打i］了，＼；泊z隙il会等j立民党山，：，.i；：上的議出〉。
Cil2,) nu己『中｜ドIJ; Ji'’＇'i＇／＇.と悩』， 2{1'l %，！、 117ぺ
（泣2hI ,'.: i1GJ『同北1;,':,-:,1r:~.J·的経z諭』 氏、 ジ。
（注29〕 この報｛＇i：土，発表＇1H与の原文がなく， 『巳
ィJ【}If !li :¥Vi』による以外になL、が，『迂i;lt』に加えるさい
に， f二＇，；.,1: 程訂正され： Jことが感＇. l，資料
的側fo: . '. '.'. Eみられ〆い
（注、：o) は多野『党＇）J, :;, (; ＇｛き， 187、一／。
（注81) Hsiao Tso-liang, Power Relations within 
the Chinesど Communistllfovement, 1930-34 (Uni-
versit古川＼＼＂ ashingtonl'rcs,, 1961), p. :30 l. 
（注：L!) ;, 1杉典リJ, ';li1 j;', ::54ページ。











19: ¥7 ＂＋斗こは約〆 1)jに達し〈紅軍兵力i土約3万〕， 19:-!8
年 7月には約1077に増加している凶 1）のである。
同年の10月の武漢陥落までの間， 中共軍は日本軍


































































































ィく ＇： t仁川 il、 EがこのI年男iに戦争と政治の問題ω
'I決ff~千’家た f、 f二げにとどま九ず， マJL,;'7て LJJ;;ifi
；こっし、て t唱 J:＇巨，論家であろうと i；六九ていること
であるハ 毛J〕cjif手［向者：1：のJif',1命的水tや：》二＇：＿・ (!) 1をぴ）
!J日軍司正古川行無にノ，＼、ては， し、ァ 1、ヲ L 出 ヱ！；.I J V I )  - I i主μIJ:1
カ込あるとしても， での工うな王の；ι~，Ji 土‘ ヵ、れが




)iの政治E、t'.l家 Eしてばかり日立な〈） ・-.r Yレグス l:ぷ」
cT＞刊学fi・としてすくれている三どが不可欠である
と，伝統的；：（なt;主；／していたので，モはこの穏の論

























『解放0, ;ti 13, ,J,1期 (1938:tf-7凡Ifl u:1:1D f.t, 











の天－t'I 1-＇、人 v 1-＇、土」電ノ」」 Mo,.・-2._' かれの「報告I (!l中で





































































































には投降主義の路線がll現したj < i 18）と U、われる
ような路線的誤りを発生させることを可能にして




























第 12：第 l期 Cl9:-l尚二 2Ji 1 13 /ll:IDに発表してい
fこのである。またグ） ＇ンベーに示「｝任命されているのである J





































を拒否し え」 1,119）とい~）れ， 1938年からE以来の
抗日統一戦線政策にとっては，党内に有力な不協



































Cl 3) ニジl,<¥t'i,';j速して， 1941'1＇の裏目少脊の論文
i担l織上と規律ivノ ff養j は， lj!J~長深いことを， も人




1' L二認めたi (K • A・ウイソトソォーゲル符， K
D K麹町研究所訳『中国共産主義小史』， KD K麹町
研究所，昭和 41年， 160ベージ〉とのべている。
(U: 4〕 『解放』， 1巻28期， 14ページ。
( it:5) こ1/),j（，；文♂）， 1949年6Jの香港奴は， 1941
’T ＇.月 23U十J-,!J )H '-! i＜：し、1c;沢東日ifjt(;,'i,hミついていろc
それによると，本論文は従来， ilh印本（ガり版刷）と
して 4年間存在したが，軍政雑誌社の要求で，鉛印と











(i主7) s・ン L Yム，前掲の181ベージc
（注8) Jerome Chen, op. cit., p. 20. 
( /£ 9〕 『解放』， 1巻28刻。
（注10）放ちl'f,;>: 編 f党史』， 7{¥, 757ベ一 ', 0 
Ct主11〕 上lt¥,747ベージ。
（注12〕 J・チェン幸子，徳田訳，前掲， 186ベージ。
（注13) John Rue, op. cit., p. 277. 
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1970010020.TIF
,'ti •ff 才、，白；jj:[/;, 57ペジ。
『f:iJ（夜.il佐』，三一万て手，
（注19)
（注笈）） 3 tr, 129ベー
























〔，tu) tて↓ご '・ Jヘ＇： Pl' ,h , ＇上.・ Cl9}5fド1211と
1936年12月＇J三「JJ；；文は，保Vi；しするc
（上15) ｝て・スノー片，小ffl!ド？っ＇I，・ /f¥Wif~, i、,i'/
J11 Jf, t'i ,;L;J、 1、京社， 196 iノド， 1:-M r 、
(il:Hi) ,:!;1,'i『i＂；北 r,¥V付，L
(.I 17) 1 CJ'.¥? 'I 8 J ,_rノ淡北山｝｜ぐ＇ 1{(,:d，！心拡犬二：ぷ
,J,i'iS•:llLll 統一戦線；て J ＇.＇じ ［二， I ＇.栄夫 111 －~1）し
に！
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ドi’文じ －（ ＞ド i!J！己！Ji:／ ノし正 t アンーし＇， rl1i Y.'l＞泌氏J1hとして侵略きれ
fえ！）イ：， Fl!位打｝： ,jザ手済的発 I.I毛水／~：［＞プルジョアジーの蚊初心’）
足掛［＞Jl;_jt;j,J下ゾ）イン！にれけるil'f人と尚平IJ1'(：集ιジインドゾ）！？骨業 ，：＇；
干1¥'t資本と！日ui，「VJ，＇！； 右＇l・- tるイント，／J1l/f J（地的持取：＞産業資本 1：お （1
/j) t = I: えに’ン！のlliF¥J也搾取っIれれ乃i百人と，：右手IJf業者［＞インド・
,c > ' yン← ,f）／βfえi：，イン i資本-1.:i'Mtザ発注J勺完封品じ・グジャラー！
山 j Jルンジアジー J、)i，；，＼＇.［＞ γ ノl ワリジ〉プノ〆ジ zアジ －＇｝） 形成［＞ -r 7 
. ，－ィ一人 zhプルゾ 2 アジーの形成仁〉一＼ン）Jfレ）） ブノレシ C, 7 ジーの If!
1¥:1:.-1 > I ・フル ：） ' ・；ジ 円形成j位犯に；；けろ 長＇J:I句法nuF特殊：4.
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